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研究成果の概要（和文）：近年、結晶内の運動量であるバレー自由度に着目することで、高速動作する次世代デ
バイスを達成しようとするバレートロニクスが注目を集めている。本研究課題では、運動量空間のバレー自由度
とスピンの自由度が結合した「バレースピン」による新規な機能性が発現する原子数層の単層遷移金属ダイカル
コゲナイド(MX2, M=Mo, W, X=S, Se)において、バレー分極状態の緩和メカニズムの完全解明と制御を目指し
た。デバイス構造と分光手法を組み合わせることで、バレー分極状態の緩和メカニズムへの理解を深めるととも
に、高いバレー分極率を達成するための新たな知見を集積した。

研究成果の概要（英文）：Valley degrees of freedom of electrons and holes has recently attracted much
 interest in fundamental and applied research areas because of novel phenomena and their potential 
for next generation electronics device with high speed operation (valleytronics). This study focuses
 on elucidation and control of valley relaxation mechanism in monolayer transition metal 
dichalcogenides (MX2, M=Mo, W, X=S, Se) in which valley and spin degrees of freedom are coupled. By 
using device structure fabrication and spectroscopic technique, we obtained deep understanding of 
relaxation mechanism of valley polarized state and demonstrated proof of principle to achieve high 
valley polarization, which holds potential for novel valleytronics devices.

研究分野： ナノ光科学

キーワード： 原子層物質　バレートロニクス　遷移金属ダイカルコゲナイド　励起子
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、これまで未解明であった中性励起子のバレー分極率の緩和メカニズムを完全に解明し、バレー分極
率を制御する新たな方法を実証した。また、荷電励起子のバレー分極状態の包括的な緩和ダイナミクスを明らか
にした。これにより、荷電励起子のバレー分極状態緩和メカニズムの理論的な研究を推進して、将来のバレート
ロニクスデバイスの実現に向けての新たな知見を集積することができた。
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